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団体名 業種名 事業名 施設名

岩内町 下水道事業 公共下水道 ー

現行の経営
体制を継続指定管理者

制度
包括的
民間委託

PPP/PFI方式
の活用

地方独立行政法
人への移行

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

広域化等
民間活用

実施済 ●
汚水処理施設の

統廃合

都市計画区域が隣町にまたがるため、
隣町の特環下水も含む形で終末処理
場(下水道管理センター)を共同設置・
共同利用することとし、共同で管理運
営してきた。
　令和２年度４月からはこれに加え、近
隣４町村で構成する衛生組合のし尿、
浄化槽汚泥も共同処理することとし、
施設建設費で約１５.２億円の削減が図
られ、今後維持管理費での経費削減
効果が見込まれる。

平成

取組事項 （下水道事業）広域化等

● ●

 

17 3 31
処理場廃止あり 処理場廃止なし

公共下水･流域下
水の統合

公共下水同士
の統合

農集排水･公共下水と
の統合

特環施設と公共下
水との結合

その他

  年 月 日

検討中

     

汚泥処理の
共同化

維持管理・事務
の共同化

最適な汚水処理施設
の選択（最適化）

実施予定    

取組事項 民間活用（包括的民間委託）

実施済 ● 終末処理場(下水道管理セン
ター)の管理業務で実施してお
り、効果額については、平成２
８年度からの５年契約で約２千
万円の経費節減が図られた。

終末処理場の保守点検、運
転操作監視、水質試験、ユー
ティリティ等管理、その他業
務、これらに係る事務。

実施予定

平成

28 4 1

抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における
中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

年 月 日

検討中

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（令和3年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


